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「きずついたこころ」
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わたしとゆうこさんは、なかよしです。ゆうこさんは、べんきょうがよくできるので、わたしのおかあさんは、いつもゆうこさんのようになりなさいといいます。

あるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひ),日)、クラスのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こ),子)が、はりだされていたゆうこさんのえをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(み),見)て「このえはすごくうまいね。」とほめたので、つい「このえはゆうこさんのおにいちゃんがかいたえなんだ。ゆうこさんて、よくおにいちゃんにしゅくだいをしてもらっているんだよ。」といってしまいました。
  しばらくして、ゆうこさんがわたしにいいました。

「『あのえは、おにいちゃんがかいたんでしょ。』とともだちに

いわれたんだ。」

「じぶんがかいたえなのに、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひと),人)にかいてもらったなんていわれて･･･

･･･。もうがっこうになんかいきたくないよ。」

わたしは、「きにすることないよ。」といいましたが、わたしも、
なんだかがっこうにいきたくない、いやなきもちになってしまいま
した。
つぎのことについてはなしあってみましょう。
１　わたしは、なぜ、ゆうこさんのかいたえのことで、うそをついたのでしょうか。
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２　ゆうこさんから「がっこうになんかいきたくない」ときいて、なぜ、わたしもがっこうにいきたく

ないというきもちになったのでしょうか。
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３　せんせいやみんなのはなしをきいて、おもったことをかきましょう。
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「けいじぶつへのらくがき」
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わたしはなかよしのゆうこさんと、きょうみんなでEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(つく),作)ったEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(まち),町)たんけんのちずについて

はなしながらいえにかえりました。つぎのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひ),日)、きょうしつにはってあるさくひんをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(み),見)よ

うと、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はや),早)おきをし、いそいでEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(がっこう),学校)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(い),行)きました。きょうしつにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(い),行)くと、うしろのけいじ
ばんにたくさんEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひと),人)があつまっています。

「どうしたのかな。」とおもっていると、さきにきていたゆうこさんが、「たいへん。
たいへん。」といいながら、わたしをけいじばんのところに
ひっぱっていきました。

「あっ。」そこには、いたずらがきされたさくひんがあり
ました。

　あさのかいで、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(せんせい),先生)が「だれが、らくがきしたの。」とみ
んなにききましたが、だれもなにもいいませんでした。
つぎのことについてはなしあってみましょう。

１　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まち),町)たんけんのちずをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つく),作)っていたとき、みんなはどんなきもちだったでしょうか。
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２　らくがきをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(み),見)たとき、わたしはどうおもったでしょうか。
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３　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せんせい),先生)が「だれが、らくがきしたの。」ときいたとき、らくがきをしたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひと),人)はどんなきもちだったでしょ
うか。
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「EQ \* jc2 \* "Font:ＤＦ特太ゴシック体" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(し),知)らない人からのEQ \* jc2 \* "Font:ＤＦ特太ゴシック体" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(でんわ),電話)」

あるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひ),日)、るすばんをしているときにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(でんわ),電話)がかかってきました。
「じつはいそいでEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(がっ),学)きゅうの人にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(でんわ),電話)したいことがあるのですが、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(でんわばん),電話番)ごうをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おし),教)えて

もらえませんか。」
　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(でんわ),電話)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(まえ),前)にれんらくもうのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かみ),紙)がはってありましたが、さとしくんはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おし),教)えてあげるかど

うかまよいました。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(し),知)らない人からのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(でんわ),電話)ですが、いそいでいるようすです。
　「できれば、みんなのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(でんわばん),電話番)ごうをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おし),教)えてもらえませ

んか。」とそのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひと),人)はいいました。
　「はい、わかりました･･････。」

　しばらくして、さとしくんのクラスのともだちの
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いえ),家)にしらないところからEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(てがみ),手紙)がとどいたり、へんな
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(でんわ),電話)がかかってきたりするようになり、れんらくも
うがもれたのではないかといううわさがEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひろ),広)がりまし
た。
つぎのことについてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はな),話)しEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あ),合)ってみましょう。
１　このようなEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(でんわ),電話)がかかってきたら、あなたならどうしますか。

２　ほかのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひと),人)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(でんわばん),電話番)ごうやEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なまえ),名前)がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(か),書)いてあるものは、どのようなことにちゅういすればよいでしょう
か。


「このじょうほうはEQ \* jc2 \* "Font:ＤＦ特太ゴシック体" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(ただ),正)しいの？」


わたしのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(がっきゅう),学級)ではトウモロコシをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(そだ),育)てることになりました。わたしもトウモロコシの
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(そだ),育)てEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かた),方)についてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(し),知)りたいとEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おも),思)いました。インターネットをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(つか),使)ってEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しら),調)べると、たくさんの
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(え),絵)やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しゃしん),写真)があり、いろいろなことがわかるのでとてもEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たの),楽)しくEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(べんきょう),勉強)ができました。

「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(らいしゅう),来週)はトウモロコシのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(そだ),育)てEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かた),方)についてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しら),調)べたことをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はっぴょう),発表)してもらいます。」という
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(せんせい),先生)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はなし),話)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(き),聞)き、わたしは、インターネットでたくさんのしりょうをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あつ),集)め、もっとくわ
しくまとめていきました。

いよいよ、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はっぴょうかい),発表会)。わたしのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ばん),番)です。わたしはトウモロコシのたねまきのじきが4EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(がつ),月)
であることや、たねをまくEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かん),間)かくが50cmであることなどについて
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じ),自)しんをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(も),持)ってEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はっぴょう),発表)しました。

　すると、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(き),聞)いていたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とも),友)だちが、「たねまきのじきは5EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(がつ),月)
だとEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おも),思)います。」「ぼくがEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しら),調)べたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ほん),本)では、たねをまくEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かん),間)かく
はもっとせまかったよ。」とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(い),言)いはじめました。

わたしは、「おかしいな。きちんとインターネットをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(つか),使)っ
てEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しら),調)べたのに･･････。」とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おも),思)いました。

つぎのことについてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はな),話)しEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あ),合)ってみましょう。

１　インターネットをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つか),使)ってEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しら),調)べると、どんなことがべんりですか。


２　インターネットをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つか),使)ってEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しら),調)べるときに、どんなことにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(き),気)をつけたらよいでしょうか。



「かっとなって、つい･･････」


ゆうこさんは、ちょっとしたことで、同級生のさゆりさんとけんかになり、負けてし
まいました。家に帰ってからも、ゆうこさんはくやしさがおさま
りません。そこで、友だちあてのいつものメールに、「さゆりは
テスト中にカンニングをしている。」「友だちから借りたものを
返さずに使っている。」などの悪口を送りました。

すると、さゆりさんのことをよく知らないその友だちは、ほか
の友だちにも「さゆりは悪い子だ。」というメールを送ってしま
いました。
　あとで、ゆうこさんは自分が友だちに送ったメールを読み直し
て、「ちょっとひどいことを書きすぎたかな。」と反省しました
が、すぐにそのことは忘れてしまいました。

次の日、ゆうこさんは、クラスの子から「さゆりとは友だちに
ならない方がいいよ。」と聞かされ、おどろきました。
次のことについて話し合ってみましょう。

１　なぜ、ゆうこさんはおどろいたのでしょうか。


２　あなたがゆうこさんなら、また、ゆうこさんの友だちなら、どうしましたか。


３　クラスのみんなの意見や、先生の話を聞いて、思ったことを書きましょう。


「ちょっとしたことが･･････」

さとし君はうちゅうが大好きです。学校でもうちゅうについて話がしたいのですが、
きょう味を持っている人がいません。
　ある日、インターネットのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(けいじばん),掲示板)で「うちゅうについて話しませんか。」と書いて
あるページを見つけ、さっそく自分の考えを書きこむことにしました。
　さとし君は自分が知っていることをたくさん書きこんだり、しつ問に答えたりして
とても楽しくなりました。数日後、たろう君という男の子から「火星人はいると思い
ますか。」としつ問をされました。
そこで「いるわけないよ。」と、答えを書き込みま
した。「でも、テレビでは、いるって言っていたよ。」
と返事が来たので、「あんなのおもしろくしているだ
けだよ。だいたい、お前は変なしつ問が多くてうるさ
いんだよ。」とじょう談交じりで返事をしてしまいま
した。
その日以来、たろう君はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(けいじばん),掲示板)に書きこみをしなく
なりました。
次のことについて話し合ってみましょう。

１　なぜ、たろう君はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けいじばん),掲示板)に参加しなくなったのでしょうか。


２　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けいじばん),掲示板)に書きこみをする場合にはどのようなことに注意したらよいでしょうか。


「ついEQ \* jc2 \* "Font:ＤＦ特太ゴシック体" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(こうきしん),好奇心)から」


インターネットを使っていたある日、わたしはプロフィールサイト(プロフ)という
ページを開きました。たくさんの人の自己紹介や、「友だちになりませんか。」という
書きこみがありました。

ついEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こうきしん),好奇心)からわたしも、自分のプロフィールサイト（プロフ）を作ってみたくな
り、名前やメールアドレス、住所、電話番号などを次々に書いて「連らくしてくださ

い。」と書きこんでみました。

よく日から、さっそく、「友だちになろう。」とたく

さんのメールがとどきました。

うれしくて、家で、メールを開けるのが楽しみだっ

たのですが、だんだんと、おかしな内ようのメールや

手紙が送られてくるようになり、いたずら電話も

かかってくるようになりました。その数は、日に

日に、どんどんふえていきます。

「どうしてこんなことに･･････。」

「何が、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(げんいん),原因)なんだろう。」

しかし、もう、どうすることもできません。
次のことについて話し合ってみましょう。
１　こんなことになったEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(げんいん),原因)は何でしょうか。

２　ほかの人の住所や名前などをプロフィールサイト（プロフ）に書きこむとどうなるでしょうか。

３　書きこむときにどんな注意が必要なのでしょうか。
　


「知らない間にEQ \* jc2 \* "Font:ＤＦ特太ゴシック体" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(かがいしゃ),加害者)になっていた」

さとし君は、明日友だちと遊びに行く約束をしました。集合時間と場所を電子メール

で連らくしようとした時、新着メールが1通とどいていることに気づきました。

クリックしてみると、「メール友だちになりたい。」という小学生からでした。写真を
てんEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ぷ),付)していると書いていたので、そのファイルを開いてみましたが、何も出てきませ
んでした。

「何か変だな･･････。」と思いながら、さとし君は友だちにメールを送りました。
　次の日、友だちの1人が、「うちのパソコンがコンピュータウイルスにかんせんした
らしくて、使えなくなっちゃった。」と言いました。他の友だちのパソコンも同じよう
にかんせんしていました。

帰ってからEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(げんいん),原因)を調べてみると、どうやらさとし君が開いた
てんEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ぷ),付)ファイルにコンピュータウイルスがひそんでいたら
しく、そのウイルスを電子メールで流してしまったのです。
もちろん、さとし君のパソコンもかんせんしていました。
次のことについて話し合ってみましょう。

１　コンピュータウイルスとはどのようなものだと思いますか。


２　見知らぬ人からの電子メールやてんEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぷ),付)ファイルはどうしたらよいでしょうか。


「ブログを作ったけれど」

さとし君は、自分のブログを作ろうとしています。いろいろなイラストや写真などを
入れてかっこいいブログにしたいと考えているのですが、手元にいいものがありません。
　「どこかに、かっこいいイラストがないかな。」といろいろなホームページを見てい
たところ、あるページが目に止まりました。さとし君お気に入りのアニメのホームペー
ジです。

「これしかない。」とそのホームページからかっこいいイラストをコピーして、自分
のブログにどんどんはり付けていきました。
　思ったよりもかっこよくできあがり、とても満足しまし
た。
　次の日、さっそく学校でみんなにしょうかいしました。
　友だちは「かっこいい」、「上手」とほめてくれました。
ところが、先生はむずかしい顔をして言いました。
　「このブログは、作り直さないといけないよ。」
次のことについて話し合ってみましょう。

１　なぜ、先生は「このブログは、作り直さないといけないよ。」と言ったのでしょうか。


２　他の人が作ったものを使うときには、どういうことに注意すればよいでしょうか。


「どうしてもやめられない」

さとし君はインターネットが大好きです。学校から帰ると、毎日のようにインター

ネットにつないでゲームをしています。

ある日のじゅ業中、おかしなことに気がつきました。今まで見えていた黒板の文字

がかすんで見えるのです。でも、すぐに治ったので別に気にしませんでした。

その日、いつものようにインターネットを使っていると、おもしろそうなゲームが

目にとまり、すっかりのめりこんでしまいました。それからというもの、さとし君は、

学校から帰ると、夕食もそこそこに夜おそくまでゲームに

熱中し、ねるのが深夜になることもありました。当然、

朝起きることができず、学校にちこくしたり、じゅ業

中もぼんやりしたりすることが多くなり、先生にも注

意されるようになりました。そして黒板の字も、前よ

りも見えにくくなりました。

「これではいけない。」と思いましたが、学校から

帰るとどうしてもパソコンの電げんを入れてしまいま
す。

次のことについて話し合ってみましょう。
１　夜おそくまで、パソコンやインターネットを使っていると、心や体にどんなことがおきるでしょう
か。


２　健康に気をつけてコンピュータと仲良くできる工夫を、みんなで考えてみましょう。


「EQ \* jc2 \* "Font:ＤＦ特太ゴシック体" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(し),支)

EQ \* jc2 \* "Font:ＤＦ特太ゴシック体" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(はら),払)った代金はどこへ？」

さとし君がインターネットを見ていると「ショッピング」という言葉が目に入りました。何げなく見ていると、いろんな商品がありました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

その中には、さとし君の大好きなプロ野球選手のユニフォームも売られていました。
前から欲しかったものでしたが、お父さんやお母さんにたのんでも買ってくれそうもあ
りません。

そこで、今までためていたお年玉で買うことにし、思い切って注文しました。代金の

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(し),支)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はらい),払)方法は、銀行ふりこみでした。友達につきそってもらって、銀行でお金をふりこ

み、商品が送られてくるのを楽しみにしていました。
しかし、予定の日を過ぎても商品がとどきません。
だんだん不安になり、初めてお父さんやお母さんに
相談しました。いろいろと調べてもらいましたが、
銀行EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こうざ),口座)もにせ物で住所もでたらめであることがわ

かりました。結局EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(し),支)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はら),払)った代金も取りもどすことが
できません。
次のことについて話し合ってみましょう。
１　ネットショッピングの便利なところはどんなことでしょうか。


２　さとし君のようなひ害にあわないようにするには、どうすればよいでしょうか。
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